
第11回 杉浦助成（杉浦地域医療振興助成）
応募87件（研究分野54件　活動分野33件）

 ［選考委員］

［趣旨］
　既に到来している超高齢社会、人生100年時代にあって、「地域包括ケアの実現」とともに「健康寿命の
延伸」が課題となっています。そこで、本財団では、医師、薬剤師、看護師等の医療従事者、及び介護福
祉従事者等の多職種が連携して、「地域包括ケアの実現」「健康寿命の延伸」の推進に寄与する研究や活
動を助成します。

［選考基準］
　倫理的配慮のもとに多職種協働の仕組みがあり、
助成金の使途が適切で予算計上が妥当であるものを
選考対象とします。
　具体的には、下記の項目について採点します。
 •	社会的意義があり、地域社会に貢献するものであ

ること。（社会的意義）
 •	できるだけ多くの職種と地域住民の協働があり、

かつ、その仕組みが優れていること。（多職種協働）
 •	計画が実行可能であり、成果が期待できること。

今までの実績も参考。（計画の実行性、成果に関
する評価）

 •	独創性があり、新しい試みや豊かな工夫が盛り込
まれていること。（独創性）

 •	継続的な展開を見込め、発展性があること。（継
続性・発展性）

［選考対象］
　研究分野では、「地域包括ケアの実現」「健康寿
命の延伸」に関する研究で、実際に行っており、効
果を検証しようとしているものを対象とします。活
動分野では、「地域包括ケアの実現」「健康寿命の
延伸」に関する住民参加型の活動で、既に行ってい
る、またはこれから行おうとしているものを対象とし
ます。多職種協働の範囲としては、保健・医療・福
祉等の従事者間のものに限らず、行政、非営利団体、
企業等との連携も可とします。
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